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ご使用の前に、この取扱説明書本文にでてくる「安全上の注意」をよくお読みの上、正しくお使いく
ださい。お読みいただいた後は、お使いになる方がいつでもみられるところに必ず保管してください。
各設備機器（調理器具・換気扇等）には専用の取扱説明書が付属されておりますので必ずお読みくだ
さい。
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安全上のご注意

本書指定位置（P-5）に取付用木下地（18mm以上の合板）が取り付けられていること
を確認してください。
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安全上のご注意 各部のなまえ

壁付け型

対面型

シンク 排水口

フレーム

タオル掛け

棚板

水栓

カウンタートップ（ワークトップ） 調理器具

シンク

排水口

フレーム

タオル掛け

棚板

水栓

カウンタートップ（ワークトップ） 調理器具

対面ブレース
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内容物一覧 取り付け前の確認

警告
取付用木下地（厚さ ��mm以上の合板）が、指定
通りに施工されていることを確認してから取り付
けてください。
取付用木下地がしっかり取り付けられていないと、
落下してケガをする恐れがあります。

棚板ビス
×３２

床固定ビス
×１６

ナミダメ
×１

棚板
　シンク下用×１
　コンロ下用 ×１

棚板
　コンロ下用 ×１
　中間用 　　×１

フレームＡ
（ブレース用ネジ穴有）

×２

フレームＢ
（ブレース用ネジ穴無）

×２

タオル掛け丸パイプ
×１

棚受けアングル
×８

シンク側継ぎパイプ（長）
×２

コンロ側継ぎパイプ（短）
×２

ナット
×１６

六角レンチ
×１６

対面ブレース
（対面型のみ） ×２

天板ビス
×２４

壁固定ビス
×８

壁固定ビス
×２

低頭ボルト
×１本

スプリング
ワッシャー
×１６

平ワッシャー
×１６

スプリング
ワッシャー
×４

平ワッシャー
×４

アジャスター
×８

M8ボルト
×４

インロー
固定ビス
×１６

スパナ
×１

壁固定用

対面用
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低頭ボルトにナットを締める際は必ずスプリング
ワッシャーとワッシャーを使用して下さい。

シンク側継ぎアングル

タオル掛け
丸パイプ

コンロ側継ぎアングル

インロー固定ビス

フレームA

フレームB

フレームB

フレームA

フレームAとフレームBを継ぎパイプにて連結します。シンク側には
タオル掛け丸パイプを差し込み後に連結して下さい。

① フレーム同士の連結

棚受アングルを低頭ボルト＋スプリングワッシャー、
ワッシャー、ナットを使い、フレームに固定します。

② 棚受アングルの固定

基本取り付け要領 基本取り付け要領
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❶棚板（中間用）

❷棚板（コンロ下用・上段）

基本取り付け要領 基本取り付け要領

③ 棚板の設置

棚板（中間用とコンロ下用・上段）と棚受けアングルをビス固定します。

③ 棚板の設置

棚板（シンク下用とコンロ下用・下段）を棚受けアングルに載せます。

フレームに天板を乗せ、ビスで固定します。

④ 天板の固定

ナミダメ
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ターンバックルを回転させ締め付けます。

⑤ 床面に固定

⑥ ブレースの固定（対面型のみ）

アジャスタにて高さを調整し、固定器具をビスで床に固定します。

本体にブレースを取り付けます。ターンバックルを締め付けます。
（ターンバックルの締め付けは必ずアジャスター固定器具を床に
固定した後に行ってください。）

基本取り付け要領

⑥ 壁に固定（壁付け型のみ）

ビスでフレームを壁に固定します。

基本取り付け要領
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フレーム

フレームが床に固定されている。

フレーム・ワークトップ・シンク

取り付け後の点検
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